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研究ノート　地域学習論（３）
文化創造的営為としての昔話の口承活動
─遠野の語り部たちのライフストーリーの考察─
法政大学キャリアデザイン学部　教授　佐藤　一子
はじめに
本研究は、昨年度の本紀要掲載論文「昔話の口承と地域学習」（１）の続編にあ
たる。昨年度の研究では、遠野市のまちづくりの過程で「民話のふるさと遠野」
のまちづくりの課題が市の基本構想の中心的な課題にすえられていく経緯を明
らかにした。
ここでは「民話のふるさと」が行政施策として推進されただけではなく、柳
田国男『遠野物語』を継承するという関心から遠野常民大学が創設され、さら
にはそれを継承発展させた遠野物語研究所が設立されたこと。そこで『遠野物
語』の注釈研究が行われ、昔話の語り部教室も開設されるなど、地域の文化財
として遠野の昔話を調査研究してきた民間の学習組織も大きな役割を果たした
ことに注目した。また、昔話の採話に学校教員たちの努力が払われた一方で、
高度経済成長期以降、都会への子どもたちの集団就職を背景として学力主義の
風潮が高まり、学校教育の現場で地域の文化財としての昔話に関心をむけるこ
とが困難になるという矛盾する状況がみられたことも明らかになった。
その後、1970年代に注目されるようになった遠野の昔話の口承活動は、とも
すれば観光振興の一環に特化されてとらえられがちである。しかしこの活動
は、民間組織である遠野物語研究所による市民のための『遠野物語』の調査研
究活動（フィールドワーク、ゼミナール）や語り部教室の開設など、市民活動
が口承活動を支えてきた側面も大きい。語り部教室の卒業生を中心に2000年に
第二世代の語り部グループ「いろり火の会」が誕生した。さらには、語り部の
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活動領域を昔話にとどめず歴史、生業、食文化、郷土芸能などに広げてとらえ
ようとする市民団体・商工団体のまちづくりへの参加など、さまざまな市民の
活動が新たに生まれている。1970年代に推進された「民話のふるさと遠野」の
まちづくりは、1990年代以降、行政主導から次第に市民主体のまちづくりに広
げられていく過程をたどっているということができる。遠野の昔話を地域の文
化財ととらえる市民意識が薄れていた状況がみられただけに、一連のとりくみ
は市民意識を変えていく上でも重要な意味をもつ。地域づくり、地域文化創造
をめぐる市民諸団体のネットワークが形成され、地域参加と地域学習の広がり
の中で、遠野の語り部活動にも新しい発想が生まれ、学校教育の現場における
子どもたちへの継承活動、震災ボランティア支援としての語りの活動など、現
代的な市民文化活動としての多様な広がりが生まれていることが明らかになった。
以上のような昨年度の研究を発展させて、今年度の研究では語り部に対する
ライフストーリー・インタビュー資料の読みとりをおこない、語り部たちが生
まれ育った過程で「昔話を聴く」という幼少期の原体験が個々人の生き方にど
のような影響を与えたのか、また語り部たちは昔話の口承活動をどのような文
化的意義があると認識し価値づけて、これからの遠野市における昔話の口承活
動の課題と自分たちの役割を認識しているかなど、語り部自身のなかで内面化
されている生き方や価値意識を読み解いていくことを課題としたい。ここで
は、民俗学における民俗資料・口承文芸研究や国文学などの民話研究などとは
視点の異なる地域文化の継承者個々人の人間形成過程に関わる教育学的アプ
ローチを試みることにしたい（２）。
Ⅰ　語り部たちの文化創造的営為を読み解く視点
以上のような課題意識のもとで、年代、地域の多様性に考慮して７人の語り
部をインタビューの対象として選定し、半構造化インタビューを試みた。2012
年５月から2013年５月の１年間にわたってインタビューを実施し、テープ起こ
し原稿の本人校正を依頼し、実名での論文引用への了解をえた。（以下、敬称略）
インタビューの実施の過程で、多くの発見があった。その記録を読み取るう
えで、いくつかの視点を設定しておきたい。むろんこれらの視点は、インタ
ビューの考察によって、今後さらに再構築されるべき仮説にすぎない。
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（１）昔話を聴いた幼少期の原体験
柳田国男は『郷土生活の研究法』（３）において、民俗資料は平民の「過去」「自
己内部の省察」を示しており、有形文化、言語芸術、心意現象の三つに分類さ
れるとした。昔話は言語芸術に属するが、語られる場面と行為は衣食住・子育
てなどの習俗にかかわるとともに、「人は何のために生きるか」という生活目
的・信仰にかかわる点で心意現象とも結びついている。
口承文芸には昔話・神話・伝説・世間話など幅広い内容が含まれており、口
承によって伝説や事実譚を地域の記憶として継承するオーラル・ヒストリーの
側面ももっている。生活知にもとづく地域認識、地域の自然風土を生き抜く生
活技術、災害や戦争などの社会的事件の伝承など、科学的な歴史・地域認識と
は異なる方法による人々の知恵と感性の共有・伝承過程であり、地域で人々が
共に生きるうえで必要なエネルギーを培う生活文化の共有過程でもあるといえ
よう。ここでは、家族の中で昔話が伝承されてきたことの意味、語り部たちが
幼少期に昔話からどのようなメッセージを受け取り、その記憶を保有・再生さ
せているのかという、語り部の幼少期の原体験の意味の考察を課題としたい。
（２）語り手・語り部たちの文化創造的営為
昔話の口承は、本来は親・祖父母が子や孫に人の生き方、地域の記憶や生活
文化を自分の生活体験を媒介として土地言葉で語り継ぐ伝承活動である。現代
では「聴き手」は子どもだけではなく大人も多く、なかには探求的な問いをも
つ大人も少なくない。
「語る」「聴く」という口承場面での双方向の出会いと対話的関係の創出は、
昔話の文芸的研究ではほとんど注目されることがなかった。「聴き手」の傾聴
から語り手が多くのことを感じとり、自らの口承活動の励みとしていることは
示唆的である。
W. J. オングは『声の文化と文字の文化』のなかで、「人間は、触覚、味覚、
嗅覚、そしてとりわけ視覚と聴覚を使い、ありとあらゆる感覚を利用して、数
えきれないほどのやり方で意志の疎通をはかっている」。「声の文化にとって
は、学ぶとか知るということは、知られる対象との、密接で、感情移入的で、
共有的な communal 一体化をなしとげる、ということを意味する」と「声の
Hosei University Repository
248　法政大学キャリアデザイン学部紀要第11号
文化」の特質を指摘している（４）。
語られる昔話を「聴く」ことによって、聴く側に感情的一体感、意識の変化
や生き方の自省が促される。インタビューを通じて、語り部が聴き手に対して
注意深い観察と感情交流をおこなっていることが伺われた。それはまさに遠隔
地にあって「ふるさと」「出会い」という感情を抱かせる交流場面であり、企
業社会・大量消費社会の都会的ライフスタイルとは異なる自然との共生、ス
ローライフなどへの気づきともなりうる。昔話の口承場面における「語る―聴
く」という対話の時間・空間をそれぞれの語り部がどのように創出しているの
か、そのことを声の文化による個々人の表現過程として考察する必要がある。
（３）語り部・語り手の文化的ネットワーク形成と世代継承
「語り部」という用語は、遠野市では1971年に鈴木サツが NHK の番組で語
りを披露したことをきっかけに使われようになったとされており、古い呼称で
はない。それまでは、民俗学・郷土史研究家によって「話者」、「語り手」とよ
ばれており、家々の中での伝承に対する研究者の採話の対象であったが、1970
年代に入って公衆の面前で語る活動形態が広がって、「語り部」という呼称が
定着した（５）。
近代化の過程で農村の習俗は消失していくが、昔話は祭り・郷土芸能ととも
に無形の伝統文化として各地で継承され、昔話サークルは市民文化活動として
広がりをみている。昔話研究者の小澤俊夫が1992年以降全国で開講している
「昔ばなし大学」は、20年間に95カ所以上で開催され、１万４千人の受講者が
あり、さらに今後も開設が予定されている。語り手を養成する教育活動が広く
市民の関心を集めていることが伺われる（６）。昔話のサークルなどの市民文化
活動では、子どもたちへの語りとして海外の昔話なども広くとりあげられてお
り、「語り部」ではなく「語り手」という言葉を使うことが一般的である（７）。
他方、「語り部」の呼称を用いた口承活動は1980年代以降に新聞紙上で多く
とりあげられるようになった（８）。当初は「昔話の語り部」と広島・長崎・沖縄・
東京大空襲、公害被害などの「戦争体験者・公害被害者の語り部」が主な系譜
をなしていた。しかし近年、「食の語り部」「生業の語り部」「歴史の語り部」
など、多分野の語り部が養成され、地域文化伝承の担い手となっている（９）。
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衰退する地域の活性化とともに、ユネスコ遺産登録などをめざして歴史文化意
識を再生させるという関心が背景にあると考えられる（10）。
「語り部」は「語り手」よりも、地域の歴史や文化を伝えるという行為をよ
り明確に意識した呼称であると思われる。地域・学校の「ふるさと学習」「地
域学習」における子どもたちへの昔話の伝承、さらには東日本大震災の体験を
語り継ぎ、スタディ・ツアーを受け入れる「震災語り部」活動も広がりをみて
いる。新たに「伝道師」という用語も各地に広がりつつある。
昔話の口承活動の全国的な広がりのなかで、遠野の語り部たちは常に「民話
のふるさと」の担い手として全国各地の昔話の会に招請され、いわば「語り部」
活動の発信源となっている。相互訪問、相互交流の動きはいろり火の会が発足
してから組織だったものになってきているといえよう。語り部たちは地域文化
の伝承者としての生き甲斐や使命感をもち、地域社会と全国のネットワークの
中で活動している。インタビューから、地域文化の伝承と創造にむけた語り部
の自己形成と世代継承の過程を読み解いていきたい。
Ⅱ　岩手県遠野市の「民話のふるさと遠野」のまちづくり
遠野市が「民話のふるさと」づくりを進めるにいたった経緯は、すでに昨年
度紀要にまとめた。ここでは多くの語り部たちが活動するようになった歴史的
背景、自治体による環境の整備、市民団体の活動の発展などについて、要点を
あげておきたい。
（１）歴史的背景
①　遠野は内陸と沿岸部を結ぶ交通の要所であり、南部藩城下町として江戸時
代から馬市で賑わう交易の中心地であった。早池峰山、六角牛山、石上山の
遠野三山を中心とする山岳信仰を育む伝統文化の地でもある。
②　土淵村の佐々木喜善が柳田国男に昔話を語り、1910年に『遠野物語』が刊
行された。遠野郷には800以上の昔話が伝承されてきたといわれ、昔話の宝
庫とされる。
③　1930年代軍国主義化のなかで郷土教育が国家的に推進されたが、遠野では
郷土教育が「遠野教育」として生活教育実践の成果を残している。遠野尋常
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高等小学校の三田憲校長のもとに赴任した石橋勝治は、その実践記録を書き
残し、戦後の生活教育運動につなげている。こうした校風のなかで、当時遠
野小学校の小学生であった佐藤誠輔、高柳俊郎らはのちに小学校、中学校教
員として遠野市に赴任し、退職後、遠野物語研究所の中心メンバーとして、
『遠野物語』の市民学習活動を発展させた。その他にも遠野の昔話研究には
多くの教員が関わっており、「遠野教育」と郷土史研究の土壌から、教師た
ちの間に『遠野物語』への関心が共有され、現代にまで継承されてきたこと
は特筆される。
（２）「民話のふるさと遠野」のまちづくりと語り部の活動
①　1970年代に遠野市基本構想にもとづき、工藤千蔵市長のもとで「民話のふ
るさと」づくりが着手される。1971年にオープンした市民センターのこけら
おとしで、鈴木サツが昔話を披露し、「遠野の語り部」の存在が脚光をあびた。
②　1980年代には昔話を観光の軸にすえた施設整備をおこない、民話を聴くこ
とを目的とした観光客の招致も盛んになる。全国初の民俗博物館が設置さ
れ、また市民センターのもとに地区単位にそれぞれ特色をもたせた地区セン
ターの建設が進められた。旧土淵村の地区センターに付設された伝承園は昔
話の口承活動の中心となる。市の中心部にはとおの昔話村が整備され、観光
拠点がつくられた。1992年には遠野で世界民話博が開催された。
③　1995年に遠野物語研究所が発足し、1996年から語り部教室を開始する。初
期の受講生を中心に語り部の会「いろり火の会」が結成される。ボランティ
ア活動が活発になる。
④　2000年代には中心市街地活性化と『遠野物語』百周年を結びつけた行政・
まちづくり協議会・市民団体の連携がすすみ、「語り部千人プロジェクト」
が推進される。内閣府「地方の元気再生事業」に認定され、昔話の他に、歴
史、食、生業、郷土芸能などの多分野で語り部の養成・認定がおこなわれる。
⑤　東日本大震災により、遠野市は全国から三陸沖への支援の中心ルートとな
り、仮設住宅への被災者受け入れ、全国の支援活動ボランティアの受け入れ
など、遠野市の市民活動と全国の市民団体との連帯・連携が深まる。
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Ⅲ　インタビュー対象者一覧
語り部・
面接日時
生年
出身
昔話との出会い
活動開始
年齢
語り部たちは昔話の口承を
どのような文化的価値とし
てとらえているか
正部家ミヤ
（女性）
2012.5.27
1923
綾織
農家
父の語りを７人の兄弟姉妹
が夜、いろり端で一緒に聴
く。姉の鈴木サツとともに
遠野を代表する語り部と評
される。
50代以降。
我が子には
語らず。
昔話は遠野の財産、ほれこ
んで、これがあったから今
の自分がある。人の話をよ
く聴け、昔話は聴いて覚え
るものだ。
菊池スミ
（女性）
2012.5.26
1932
青笹
農家
祖父から７人の兄弟姉妹が
夜一緒に聴く。
語り部教室に参加。耳に覚
えがあり、多くの話を思い
だす。
60代後半。
我が子には
語らず。
継子いじめ、恐い話は語ら
ない。
お客さんの顔を見て話を選ぶ。
遠野市民は昔話にそれほど
関心がなく、後継者問題が
心配。
阿部ヤエ
（女性）
2013.5.19
1934
松崎
農家
祖母と母にわらべ唄（昼）
と昔話（夜）を聴く。わら
べ唄の伝承と昔話の語りを
一体化している。
50代以降。
孫育てで語
る。
わらべ唄と昔話は人を育て
る方法として伝えられてい
る。生き方を伝えるという
ことをきっちり守る。
小松敦子
（女性）
2012.5.26
1935
小友
農家
母と祖父。祖父はひとつの
話しか語らない。親子４人
で布団に入って昔話を聴く。
語り部教室に参加。
60代後半。
我が子には
語らず。
語りを聞きに来る人が今日
の友で、ピンポン玉みたい
な感じで元気をもらう。お
客さんにむかいあってお客
さんの気持ちがわかるよう
になった。
高橋ノブ
（女性）
2012.5.28
1942
新町
勤め
祖母（親代わり）が布団の
中で世間話のように語る。
語り部教室に参加。
60代後半。
我が子には
語らず。
同じ話でもそれぞれ顔が違
うように表現方法が違う。
季節感や自然が昔話と一体
となっているところが好き。
海野ノリ子
（女性）
2012.5.26
1944
松崎
農家
母親が話し好き。雨の日、
雪の日に話を聴く。兄弟姉
妹９人の末っ子で一番多く
話を聴いている。町の観光
ボランティア養成講座でガ
イドを始め、語り部教室に
参加。
40代から町
の観光ボラ
ンティアと
して活動。
娘に少し語
る。
望まれたら語りたい、一生
やりたい、私の生涯学習。
私から昔話をとったら何も
ない、生き甲斐。
語るものをもっている人が
行くと気持ちが交流でき
る。奥が深いボランティア
活動。
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工藤さのみ
（女性）
2012.2.26
1944
附馬
牛
農家
母親、母方の祖父から聴く。
語り部教室に参加。
40代半ばに
観光バスガ
イドとして
語り始める。
我が子には
語らず。
言葉の文化のすばらしさに
気づく。
震災ボランティアの人たち
は一糸乱れずものすごい集
中力で聴いてくれる。言葉
の文化ということで聴いて
くれて、感謝という言葉を
いっぱいいただいている。
会がないと継承ということ
にならない。語りが幼い頃
の生活体験で耳に残ってい
る人と次の40代、50代をど
うやってつないでいくか。
＊正部家ミヤ、阿部ヤエを除く５人が語り部教室の受講生で、遠野昔話の会「いろり火」に
所属。
Ⅳ　昔話の伝承と語り部たちの文化創造的営為―インタビューの考察
方法： ４つの質問項目を伝え、１時間半～２時間の半構造化インタビューを実施
　　　　①　生い立ち、幼少期に昔話を聴いた体験
　　　　②　成人期の生活と子育て
　　　　③　昔話を語り出すきっかけ、自分にとって「語る」ということの意味
　　　　④　伝承をおこなっていくうえでのこれからの課題
＊ 対象者の選定は、語り部活動をしている人々の中で各年代、地域の多様性
に考慮した。
＊以下の発言引用は、テープ起こし原稿の本人修正のうえ、引用の了解を得た。
（１）幼少期に昔話を聴くという原体験―習俗としての昔話の口承
語り部のインタビュー対象者７人は全員女性で、１人は町中で育ったが、他
の６人は遠野周辺の村の農家に生まれ、７人～９人の兄弟姉妹をもつ人も３人
いる。昔話を聞いたのは、祖父母、父、母などそれぞれであるが、現在とは異
なり男性（父・祖父）が語っていることが少なくない。３、４歳から10代前半
頃まで、夜、いろり端で子どもたちに昔話を語る光景が村々で広く見られた。
正部家ミヤの父、鈴木力松は「話のうまい人」だったという。兄弟姉妹が父
の昔話に心を躍らせて育った原体験を今も鮮明に記憶している。姉の鈴木サツ
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とは年が離れており、姉が嫁いだ後、４人姉妹で話を聴いた。
（正部家）「集落のなかで祝儀・不祝儀をとりしきってしっかり者でした」。「父は、毎
晩お夕飯がすむと風呂上がりにいろり端で話をしてくれましてね。父親の膝を奪い合っ
て『おとさん、今晩何聞かせる？』って姉妹４人膝のうえに座って・・」。「今でもまだ
父の話をしている姿がみえるのよ、自分が話していても父が話しているような気がす
る・・」。
菊池スミは祖父と父から話を聞いて育った。
（菊池）「いろり端で、いつもおじいさんが語っていました。父親は、夜、わらじをつ
くりながら話しました。家族みんな必要なので、毎晩わらじをつくってました」。「分家
も一緒に米をつくってて、何十人も来て食事も一緒です」。「おじいさんは家を切り盛り
して、料理、そして買い物、用足し、それに月１回ぐらいは子どもの勉強を見に学校に
行っていました」。
大家族労働で忙しい男達が、夜になると子どもたちに昔話を語って聞かせる
団欒の様子が浮かぶ。
阿部ヤエは母と祖母からわらべ唄と昔話を受け継いでいる。
（阿部）「祖母は昔のことを残そうとしたんです。近所に代々熊野山伏だった家系の人
がいて、人の一生を育てるための方法を教えていたんです」。「士農工商といったって農
民は一番下の下です。どこで勝つかっていったら精神です。がんばりの精神をもたない
と、人間らしく生きられないと教えられたんです。祖母はそれを守ってきっちり伝えよ
うとしたんです」。
昔話にはどのようなメッセージ性がこめられていたのであろうか。インタ
ビューから読みとれる限りでは、訓話的な内容であるよりも話のおもしろさ、
楽しさが中心であったように思われるが、生きる知恵を伝えるという大人の思
いが込められていたことは共通に語られている。なかでも、正部家ミヤと阿部
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ヤエの原体験は鮮やかである。正部家は話が聴きたくて父親の膝を姉妹で奪い
合ったほど、話を聴くことが嬉しかった。
（正部家）「うちは父が話し好きの人で、兄２人、姉１人とわたしと妹３人の７人兄弟
姉妹で、姉妹はみんな語りますよ。姉妹５人語りっていうのもやりましたしね・・」。「も
の心ついた時から聴いて育って、朝も仕事場に行って『おとさん、続き話して』って頼
んで・・」。「（お父さんは）やっぱし好きだったんじゃないですか。本当にできる人だっ
た。笑われるけど尊敬できるっていうか・・。結婚式でも式いっさいやって高砂なんか
謡って・・。集落は31軒だったからその長みたいな人だったんじゃないですか。貧乏人
のくせにって悪口言う人もいましたけど・・・」。
正部家にとって、集落の行事をとりしきる父親は「尊敬できる」頼もしい存
在だった。その父親が、身体の小さい娘のミヤを登下校や遠足にも引率し、遠
足の時には河原などで弁当を食べながら、クラスの子どもたちにも昔話を語っ
た。大好きな父親から夢中になって「聴く」という濃密な体験を幼少期に重ね
た正部家は物語が大好きな少女となり、当時購読していた『少女クラブ』など
の物語を覚えて学校帰りに遊びに来る友達に語って聴かせた。
（正部家）「わたしはちゃぶ台に風呂敷かけて友達に話したりしてましてね」。「学校が
終わって、『今日はミヤさんのお話があるよ』って友達が訪ねてきて、７、８人とか10
人も来ました」。「昔話は教えられて覚えるんでなくて聴いて覚えるんだって、いつも言
うんですけどね」。
身体が弱く（「手のひらサイズ」の赤子だったという）未熟に生まれついた
正部家は、父親の世話と昔話の楽しさに育まれながら、友達に対して語りをす
るほど表現意欲の旺盛な少女に成長していった。集落の中で行事をとりしきる
父の姿へのあこがれと、小さな自分に特別の配慮をする父親の愛が、正部家を
心身ともに育んだといえる。姉の鈴木サツと一緒に東京などで語り、遠野を代
表する語り部として活躍するようになる原点が、父親との親密な家族生活で
あった。姪にあたる菊池栄子も現在語り部として活躍している。祖父、鈴木力
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松から昔話を聴いた。鈴木力松が非常に話し好きの人で、７人の兄弟姉妹、そ
して孫まで影響を受けたことがわかる。
一方阿部ヤエは、母と祖母からわらべ唄と昔話を受け継いでいる。その過程
で、生き方を教える子育てという方法をメッセージとして受け取っている。
（阿部）「祖母はわたしをいつも側において働いていたのですが、それが子守りのやり
方なんです。小さい子は家事のことから外の仕事を毎日見せられて、生活のやり方を感
じ取るんです。それから祖母は私を連れて近所のお年寄りのところを話し語りをして歩
き、知らない大人に慣れさせました」。「祖母は『習うことと身につけることは違う。人
は人として生きる力を身につけなければならないんだ』と言っていました」。
　「どこの家でも孫が生まれたら、おばあさんは田畑の仕事はやめて孫育てをしました。
ご飯の支度、おやつづくり、掃除、菜園畑の仕事もあり、とても忙しい。でもそれが孫
育てのうちで孫と話をしながらやるので、孫はそういうおばあさんの働く様子を見せら
れたり、話を聴いたりすることで、人として毎日やることがわかったのです」。「昔話は、
世の中の裏を感じ取るまで何度も聴かせるんです。物語ではないんです。昔話は目にみ
えるものを使って生き方を伝えています」。「昔話は残酷でも教えがあります。考えさせ
る、だから伝わってきたんです。ただおもしろいバカ話だったら百年も伝わってこない
んです。昔話は心の持ち方次第で実際に起こるということです」。
「人として生きる力」「習うことと身につけることは違う」と言って、働く
姿を見せ、人と話す中に孫を連れ出した祖母の孫育ては、そのまま阿部がわら
べ唄と昔話を伝承する信念となっている。日々の労働と地域の人々の関係とい
う場に連れ出すことによって、「生きる力」を身につけるという当時の人々の
子育て観、生活のなかで伝承される知恵をなにより重んじる生き方、厳しい生
活を耐えぬく農民の精神力。阿部は、そういうかつての遠野の民衆の精神性と
生活に一体化されているわらべ唄と昔話を伝承している代表的な語り部の一人
である。成績優秀であったが高校進学をせず、その後自分で意識的に学習を続
け、わらべ唄の伝承と子育てについて多くの本を執筆して、現代に伝えてい
る（11）。
二人の語り部の原体験から、昔話の口承は直接的に「しつけ」や「教訓」を
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伝えるというより、労働と生活体験、村の人々の共同のなかでの人々の生き様
を子どもたちに分かち伝える生活知の伝承と一体化されていたことが読み取れ
る。同時に、厳しい自然、多忙な労働生活のなかで、家族全員が夕食後の休息
のひとときを一緒に過ごす大切な団欒、数少ない娯楽の体験であったことも伺
われる。
高橋ノブは母親が早く亡くなり、父親が再婚して遠方に移住したため、祖父
母の手で育てられた。境遇としては寂しかったにちがいないが、寂しいと感じ
た記憶はあまりないという。居間でこたつに入って祖母の昔話を聴きながら
育った。
（高橋）「『じょい』って今でいう居間ですけど、そこにこたつがあって、こたつにあた
りながらすぐ横に布団敷いて寝てるもんですから、おばあさんが昔話をしてくれまし
た」。「世間話のような感じだったですね・・。狐の話とか瓜子姫の話とか・・。そうい
う話とか、あと昔話っぽいんですけど、でもしつけみたいな『人はこうしてはだめなん
だぞ』とか、そういう話をまぜながら、地域の習慣のこととか、近くに橋があるんです
けど、よくはやり病が流行るとそこに赤飯とかまんじゅうとか置いてあるんですけど、
『それははやり病の人が病気を軽くするために置いているんだから、食べちゃだめなん
だぞ』とか、そういう話もまぜながら、狐のおもしろい話とかしてくれました」。「おば
あさんから聴いたのは、その場その場でストーリーつくって、その時々で話が違ってと
いうものでした。同じような話でも夏は夏向き、冬は冬なりのつくり方で、毎回ストー
リーが違っていて・・」。
高橋の場合は、親代わりの祖母が孫育てとして一緒に寝ながら昔話を語っ
た。そこには言い聞かせる内容も含まれていたが、同時に季節感のある創作的
なストーリーが地域の風習と一体化されて伝えられている。親と暮らすことが
できなかった境遇のなかで、毎晩の祖母の昔話の語りが孫を包みこんで、高橋
の柔らかな心と昔話への愛着を育んだ。
このような家族のなかの日常的な伝承は、遠野地方では1950年代初頭まで続
いたようである。70代後半から80代の語り部たちは、毎晩のように昔話を聴き、
伝承された昔話をしっかり記憶しており、50代以降に泉のように語り出してい
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る。繰り返し昔話を聴いた強烈な幼少期体験をもとに、50代、60代に自然に口
承活動を開始している。
これに対して少し若い60代、70代の語り部の場合、耳に覚えがあるが、点の
記憶をつないでひとつの話として蘇らせるために、語り部教室（先輩語り部の
語りを教室で数年間聴くという学習）が大きな役割を果たした。遠野の場合、
伝承の語り部が少なくなった1990年代後半に語り部教室が開設され、第二世代
の語り部がグループとして養成された。
小松敦子は、語り部教室の募集をみてすぐに申し込んだ。
（小松）「おふくろの語ったこと、じいちゃんが語ったこと、なかなかではってこない
のなす。５年かかりましたっけ。語るのをみつけるまで・・」。「先輩の語り、仲間の語
り、いろいろ聴いているうちに自分の頭の中になかったことを思い出して、楽しくって、
母親の話も深まって思い出すようになりました」。
海野ノリ子、工藤さのみは、母から昔話を聴いた。
（海野）「遠野の話で数も多くはなかったです。私の中でひとつのストーリーになって
いなくて、忘れていたのを思い出すぐらいで、母から聞いたことはほとんど忘れていま
した。中学卒業して就職してバスガイドになってから、昔話は必要で勉強して話すよう
になりました」。
（工藤）「わたし、昔聴いた話って、点でしか覚えていなかったのが多かったんです。
それで話を線につなげて確立したいと思って教室に入ったんです」。
二人とも学習が記憶を蘇らせたと述べている。
1940年代以降に生まれた世代は、戦後になってから子ども期を過ごした。戦
後の生活変容によって、それ以前の世代のように幼少期にたっぷりと時間をか
けて毎晩のように昔話を聴くという密度の濃い原体験が次第に薄れていった様
子もみてとれる。
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（２）成人期の生活と子育て―高度経済成長期の大きな空白
７人の語り部たちのうち５人は成人期に母親として我が子には昔話を全く
語っていない。阿部は孫育てにわらべ唄を聴かせ、海野は娘に少し語っている
が、総じて1950年代半ば、遠野が市制に移行する頃から高度経済成長期にかけ
て、家々で子どもたちに昔話を語る習俗はほぼ完全に消失したと思われる。
（正部家）「いろいろ忙しかったから、自分の子どもには全然語っていませんでした。
語ることは考えたこともないですね」。
（菊池）「昔話はあんまり重きがおかれていなくて、子どもには語っていないですね。
それに13人の家族で、忙しく働いて、昔話どころでなかったです」。
（阿部）「孫を育てる時、唄は精神育てだから、何ヶ月ごろにはこの遊びができれば大
丈夫って伝わっているので、『やった』と思って、そのたびに写真を撮りました」。「子
どもを唄で育てることは、生まれたら人間らしく生きるために必要な力を起こしてや
り、２歳、３歳と起こした力を基にして唄で遊んでやる。そしたら子どもが唄で遊んで
生きる力を身につけるというやり方です」。「気持ちと身体、そして人の心が育つことが
大事です」。
（小松）「駅の売店で働いていましたから、朝５時に出るときもあったし、時間がまち
まちだったから自分の子どもをみる暇などなくて、生みっぱなしの親で、子どもはばあ
ちゃん（自分の母親）に預けてしまったです」。
（高橋）「高校終わってすぐ電話局に勤めて、それで26歳で結婚しました」。「共働きで
男の子２人でしたが、その頃は全然・・」。
（海野）「（娘が）小さい頃はよく話しましたが、テレビ時代だったからあんまり多くは
なかったです。でも娘が成人式の時に『“ とうふとコンニャク ” 話したよ』なんて言っ
てましたから、やってみてと言ったら、語り手のようではないけれど内容は間違ってい
なかったです」。「今福祉の仕事で施設にいて、年寄りに話したり歌ったりして喜ばれて
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いるみたいです」。
（工藤）「40代半ばまで、人に話すなんて考えたこともありません。娘が生まれても私
はほとんど語っていません。何の語りということも忘れていました」。
現在、遠野市の第一線で活躍している語り部たちの大半が、母親として自分
の子どもに「全然語っていない」「考えたこともない」ということは驚くべき
事実である。阿部だけは、わらべ唄と昔話を子育ての方法として意識的に伝承
しているが、それ以外では海野が少し語った程度で、他の語り部たちは自分が
親しんだ昔話の文化を我が子に伝承しようという考え方は全くもっていなかっ
たことがわかる。
背景として、①女性たちの多くが勤め人として多忙な共働き生活を送ってい
たこと、②ラジオ・テレビの普及と子どもたちの遊びの変化、③子どもたちが
金の卵として都会に出て就職するようになり、教育と就労の考え方が大きく変
化したこと、④農家の男達も出稼ぎや兼業化して不在がちになり、農村生活の
共同的な習慣が衰退したこと、など、農村生活の大きな変容があった。また山
形県の民話の会へのインタビューでは、この時期に方言に対するコンプレック
スが強く意識されたということも指摘された（12）。都会の文化の浸透とともに
方言を引け目に感じる風潮が強まり、昔話の文化的価値が軽んじられるように
なったこともうなずける。このような生活変容のもとで、戦後生まれの世代は、
幼少期に昔話を耳で聴いたという体験がなく、100年以上にわたって継承され
てきた昔話の民間伝承に断絶が生じたのである。実際、1970年代に遠野市が「民
話のふるさと」づくりを政策として位置づけた頃には、一般市民の大半が関心
をもたない状態だった。
昔話の口承がおこなわれてきた時代も、人々の労働生活はきわめて多忙で
あった。しかし大家族における共同と分業のなかで、「声の文化」による祖父
母・親・子・孫の一体的感情が重んじられており、子どもに生活の知恵を伝え
る方法として、昔話の伝承は多くの家々で意識的に行われている。高度経済成
長期の昔話の口承の断絶は、昔のこと、地方的な文化に価値をおかなくなった
人々の生活と意識の変化が大きな要因といえよう。
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農村地域における子育て文化の変容は、都市と比べるといっそう際だってい
る。東京では1950年代半ばに子どもたちへの読み聞かせ活動が活発になり、
1955年に東京都世田谷区に最初の家庭文庫・子ども文庫が誕生する。1958年に
は東京都杉並区で石井桃子が子ども文庫を開設し、その後東京子ども図書館、
各地域の文庫連絡会が設立されるなど、子どもの読書、読み聞かせの子育て文
化運動が都市地域に広がっていく（13）。まさにテレビ時代のさなかに、それに
流されてはいけないという親たちの意識から親子の読み聞かせが重んじられ、
地域に文庫をつくる母親たちの協力が広がり、地域文化活動の拠点となって
いった。こうした活動から、童話や昔話を子どもたちに語り聴かせる活動も活
発になっていくのである。
農村地域では、ひとたび「重きが置かれなくなった」地域固有の文化に再び
光をあてるためには、行政による政策的な推進とともに、市民のなかでの昔話
の価値の再発見、祖父母や親が伝えようとしたことへの気づきなど、長い時間
をかけたプロセスが必要であった。
（３）口承活動の再生―昔話の価値の再発見
高度経済成長期の空白期に、民俗学、郷土史、民話などの研究者が地方の話
者を訪ねて採話する努力がおこなわれていた。1960年代から70年代にかけて遠
野に通い、昔話460話を採話した高校教員の佐々木徳夫は、話者を探す苦労を
次のように述べている（14）。
（佐々木）「私は、農作業をしている人とか、道端で出会った人とか、あるいはバスや
列車の中で乗り合わせた人とかに話しかけて、語り手を探したりもします。（中略）昔
話は子供だましの、取るに足らない話だと思っていますからね。（中略）昔話研究は、
話者との出会いが第一歩です」。
佐々木の述懐からも、あれほど子どもたちをワクワクさせた昔話が「取るに
足らない話」と見なされるようになっていた当時の風潮が伺われる。自ら語り
手と名乗り出る人がいないという状況の中で、佐々木は採話者としてねばり強
くフィールドワークを続け、多数の話者に出会っている。埋もれてはいたが、
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10話、20話と語る語り手は、当時はまだ各地にかなり存在していた。それらが
採話によって保存されたことは大きな意義がある。
しかし、家々での口承活動が途絶えていたなかで昔話の口承活動を再生させ
るためには、自治体の公共的な政策による「民話のふるさと」づくり、すなわ
ち公衆の面前で口承活動をおこなう舞台設定が必要であった。1971年市民セン
ターのこけらおとしで昔話を語った鈴木サツ（1911-1996）は、遠野を代表す
る語り部として注目され、東京をはじめ全国各地で昔話を語り、昔話の口承活
動を再生するうえで大きな貢献をした。ある意味では、遠野のなかで埋もれつ
つあった昔話を、研究者や愛好家など、専門家や都市の人々が発見し、評価す
るという動きが先行したといえる。
正部家や阿部は、全国各地によばれ、覚えている話を自然に語り出している。
正部家は姉の鈴木サツと一緒に、東京に呼ばれて語るようになった。これに対
して阿部は伝承について独自の考え方をもっており、公衆の面前で語る前に、
子育て・孫育てとして実践を続け、意識的な伝承者として活動の内容を著書に
も著している。阿部のわらべ唄と昔話の口承活動には人々の生き方、精神をつ
くるという伝承の意義が時代をこえて明確に志向されており、高度経済成長期
にもその考え方が揺らぐことはなかった。その努力を阿部は次のように語って
いる。
（阿部）「土掘るだけではみじめだから、わたしも生きたっていうことを残したかった
んです」。「自分の覚えている昔話とかわらべ唄を原稿用紙に書いていました。それから
ワープロを使って書くようになりました。ワープロは生活改善のグループ活動で必要
だったから、それが役だったんです。ワープロの書院で書いてプリントして、わらべ唄
と遊び方を書いたり、昔話を書いたり、欲が出ていろいろ書いていました」。「昔から人
の一生を育てるための方法が伝えられていて、心、精神を育てる、気持ち育てなんです」。
阿部は、昔話やわらべ唄を子どもの文化として伝承しているだけではなく、
そのことを通じて、それぞれが自分の一生を育てることが大事だと考えてい
る。祖母から「人を育てる」という伝承文化の本質を体得したことが、阿部の
生き方を貫いていると思われる。
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（阿部）「祖母は『自分で考えろ』って言って、一回しか言わない。それが熊野山伏の
やり方です。『人が来たら顔をあげて目をみる、二つの耳があるんだから、二つの耳で
聞け。前の人のことだけでなく、熱中していても耳で後ろも注意して、前の人は目をみ
る、耳は後ろを聞く』って教えられました」。「人を育てるということは、人の一生を育
てるために伝えられていることを守ることです」。「わたしは48歳の時、老後を考えて
『自分らしさ』を出して生きることにして生活改善グループをつくりました。（中略）ま
ず一年に家計費がどれだけかかるかをつかんで生活を改善し、貯蓄をして老後の支度を
しました。それと同時に『自分らしく』老後まで続けられることは何か知るために、『得
手さがし』をすることにし、役所とか郵便局などいろんなところに講師を頼んで勉強会
をやりました。（中略）わたしはみんなに体験を書いてもらって冊子をつくり、家計簿
記帳のことや、それまでの活動をまとめました。当時としてはわたしたちはボランティ
アのはしりで、珍しいので県から表彰されました。わたしは『家の光』にも生活改善の
ことを応募して２回入選しました。冊子をつくり、やり方がわかったので、本を書くこ
とにしました」。
阿部にとってわらべ唄や昔話は公衆の前で披露するための伝統芸能ではな
く、生涯を貫いてみずから生き方をつくっていくための自立の基礎として体得
されている。人を一人前にしていくという伝承を自分育てとして老後にまでつ
なげて生き方を考えるという信念にもとづいて、語り部活動を継続しているこ
とがわかる。「自分で考えろ」と自立を促した祖母の子育ては、社会の変化に
流されない「人を育てる」文化として、阿部の生涯を貫く人生観を形成してい
るといえる。
他方、第二世代として語り部教室で学び、口承活動を始めた人々は、耳に覚
えがあり昔話の学習への興味・関心をもっているが、学習を通じて昔話を再発
見し、語ることの意味を認識し直しているプロセスがある。語り部教室に応募
して受講生となった第二世代の語り部たちに共通していることは、かつて昔話
を聴いたことへのなつかしい記憶、そして教室に入って先輩たちの語りを聴く
ことで、「のめりこむような」楽しさを覚えるようになったことである。その
結果、点であった記憶を線にして、数十から百を超える昔話を語るようになっ
ていく。小松はそんな変化を次のように語っている。
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（小松）「かなめは、じいさんが何回も話して聴かせたっていうこと、それをあきない
で聴いたっていうことだなって思います」。「先輩の語り口にはそれぞれ特徴があるんで
すが、だんだんおふくろの語り口をまねたくなって・・」。
高橋は、昔話と地域の自然の一体感になつかしさを覚えている。
（高橋）「意識したことはないですけど、まわりの自然が遠野の昔話に合っているよう
な気がするんですよ。季節感とか、自然と遠野の昔話が一体のような・・。春先、山焼
きが始まると、夕方山の火が赤く燃えていて、昔話の狐の嫁入りだなあとか、深い山に
行くとこわい山男とか山姥がいるような・・とか（笑い）」。
海野は、中学校卒業後にバスのガイドとして昔話を勉強し始め、退職後に町
の観光ボランティアガイド養成の教室に参加して、観光のボランティア活動に
参加している。昔話の語り部教室はその延長でボランティアガイドをやってい
る仲間と一緒に受講した。観光ボランティアガイドの経験をもとにして昔話の
魅力を見いだしている。
（海野）「本音をいえば市内の実物の遺跡を案内するガイドの方が好きですね。自分で
歴史とか、本当に分かっていないと思うんです。掘りおこせば深くって、本当に家の周
りしかわかっていなくて、お客さんに教えられて楽しかったです。（中略）遠野は説明
がなければわからないところなんです。たとえば、ぽちゃっと水の音がすると、『あ
れ・・カッパがいたんでねぇべか』なんて言って・・（笑い）。遠野はどこにでもあるよ
うな風景ですが、でもちょこっと違うんですと、説明するとお客さんが興味をもって楽
しんでくださって・・」。「何か風景とか思い出をもっていただいて、そういう雰囲気に
させると別の目で遠野の魅力を感じていただけると思うんですね。だから観光は、また
昔話とはちがった視点でみられるんです」。
工藤は観光バスガイドとして昔話を語りだし、語り部教室での学習を経て、
一緒に受講した仲間とグループを結成し、自分たちで語る場をつくって活動を
始めた。その経緯を次のように述べている。
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（工藤）「言葉の文化のすばらしさって（観光ガイドとして各地の町並みのすばらしさ
をみて）はじめておそわりました。そういえば母の話してくれたことが言葉の文化なん
だって。（中略）遅まきながらこれは言葉の文化で受け継いでいかなければって40代に
なって思うようになりました」。「年10回とか15回とか、先輩の話とか仲間の話聴いて、
時には自分たちも語って・・。（中略）耳に聴き覚えのある人たちですから、４年も人
の話を聴くとある程度確立してきて、そこでわたしより12歳年上の方が、オラたちも語
る場がほしいなあ、ってぼそっと言ったんです。（中略）そこで空き店舗で観光客さん
に昔話を聴いてもらうようにということで駅前の空き店舗を借りられることになったん
です」。「お客さんが一人でもいれば語るという覚悟でやりました。自分たちが語る場が
ほしかったんです」。
第二世代の語り部たちは、昔話を聴いた記憶をそのまま伝承しているのでは
なく、その後の仕事や活動のなかで、あらためて昔話を聴いた体験の価値を再
発見し、それを遠野の自然や生活の魅力と結びつけて、語ることに生き甲斐を
もつようになったと考えられる。
（４）「語る―聴く」という口承の意味―声の文化による対話的交流空間
昔話を語るという行為は、聴く側との対話と心の交流の時間・空間をつくり
だしている。語り部たちがそのことを大切にして、自分の口承活動を意義づけ、
また豊かな交流ができるようにさまざまな工夫をしている。聴き手との対話に
重きをおく口承活動そのものの意義を深めていく課題が示唆される。
（正部家）「自然にやわらかくなって、こういうこともあるからって・・。そういう気
持ちになって聴いてほしい。わたしにはわからないけどお客さんに『心がやわらかくな
る』『吸い込まれる』って言われることもありますよ。そういうふうに言われると『あ
あよかった』って思う」。
（菊池）「『遠野にきた甲斐があった』『いい思い出になった』って言われます。一生懸命、
話を書いている人もいるの。自分のところで語り部やっていて、遠野の話、聴いて覚え
ていこうとする人もいるの」。「はじめは駅前の語り部スポットでボランティアです。月
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３回のお当番、あれが一番楽しかったね。ずっといてずっとしゃべるときもあるの」。
（阿部）「顔でわかるから語りの場で、こっちから話しかけたりするんです。こっちか
ら聞くこともあります。『赤ちゃん育てやってませんか？』って」。「本当に聴きたいか
ら来ているという人はちゃんとこちらの目をみるんです。団体で来る人のなかには、話
を聴きたくて来ている人ばかりじゃないんです。聴き上手な人と目を合わせると、みん
なにも伝わります」。
（小松）「『どんなお客さんがはいっているんだかな』って思いながら・・。（中略）自
分なりに、継っ子話はしない、愉快な話、伝説でも恐い話には入らないようにって選ん
でいます」。「大勢の時とか一対一の時とか変わりますから、その時々で話を選んで、だ
んだん盛り上がって集中して聴いてくれると快感がでてきます。目が違ってくるんだも
の、快感です。それは、ああ聴いてくれているな・・・ってわかるんです。そうかと思
うと語っても語っても、反応のないお客さんもいます。面白くて聴いているのかな・・っ
てわからなくて」。
観光客に語っている語り部たちは、それぞれに聴き手の反応に注意深く気を
配り、場の雰囲気や聴き手の集中力を感じ取りながら話を選び、あるいは言葉
かけをして、話にひきこむような工夫をしている。「目が違ってくる」「聴き上
手」「集中」などの表現の中に、聴き手との交流を通して、心の変化を感じ取っ
ていることがわかる。
なかにはちょっとした対話が疲れた心の「気治し」になったり、あるいは都
会的で遊び半分の気分だった女子高校生が、思わずひきこまれて素直な気持ち
で感謝を述べるという場面もある。語り部たちは聴き手のさまざまな反応を感
じ取り、「心がやわらかくなる」というコミュニケーションに喜びを感じてい
るのである。
（阿部）「番長みたいな女子が目の前で話をするんです。それで『今はわたしが語って
いるからあとでしゃべって』って言ったら聴いてくれました。先生から『うちの生徒は
話を聞けない。30分が限度で40分は無理です』って言われて語ったら、こそこそ感じた
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ことをしゃべっている。そのうちしんとなったから45分語った。翌朝わざわざ２人の女
子高校生がわたしのところに来て、『ありがとうございました。人間って心があるんで
すね。はじめて心があるってわかりました。』って言ってくれました」。
東日本大震災が発生した直後、沿岸部被災地への唯一の陸路ルートであった
遠野市にはいち早く全国のボランティアを受け入れるセンターとしてまごころ
ネットが設立された。市の協力のもとで仮宿舎をつくり、常時数百名以上のボ
アンティアが宿泊する岩手県内最大の後方支援拠点となった。まごころネット
から依頼されていろり火の会の語り部たちは分担して、宿泊している全国のボ
ランティアに夕食後あるいは雨の日に昔話を語りに行った。訪問回数は年間70
回を超えた。また市内の仮設住宅に避難している被災地の住民に対しても、さ
まざまな市民団体とともにいろり火の会の訪問支援がおこなわれた。こうした
経験は、心が通じ合う語りの力ということを語り部たちに強く再認識させるこ
とになった。
（小松）「県外からボランティアに来ている人で、浄水場のところの宿舎に入っている
神奈川、静岡、財団の人たちに語りました。昼ずっと被災地で疲れるほど働いてきた人
ですが、語り出したら聴き入って動かないんです、拍手するんです。１時間ほど語るこ
とになっていましたが、１時間では終わらないほど集中して聴いていて・・・。男の人
には男の話、女の人には女の話、今は田植えの話など、遠野の昔話で心休まるって言っ
てくれる人もいました。希望されて１時間を超えるような話ができて、語り部冥利だと
思います・・」。
（海野）「（仮設住宅を訪問して語るとき）語るものを持っている人が行くと気持ちが交
流できる、語ることは本当に奥が深いボランティアだなあって思います」。
（工藤）「ボランティアさんたちは被災地に行って心痛めて、心身ともにくたくたになっ
て帰ってきて、それで言葉の文化ということで聴いてくれて、感謝という言葉をいっぱ
いいただいています。すごいんですよ、一糸乱れずすごい集中力で聴いてくれる。聴く
姿勢が身動きひとつしないで、昔話をきちんととらえていることをびしびし感じるんで
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す」。「『話聴きたくてまたきたよ』って声をかけてくれたり、日本財団の台湾の学生さ
んがわたしに『遠野のお母さん』って言ってくれたり、家族ぐるみの人のつながりがで
きて、感謝しながら人とのつながりを大事にしなくてはって大きく教えられて・・」。
柳田国男『遠野物語』の第99話は、1896年（明治29年）の「明治三陸地震津
波」の被災地田の浜に住む福二の話である（15）。福二の曾孫は『注釈遠野物語』
によればその後1990年代当時、大槌町田の浜で農業を営んでいたことが確認さ
れている（16）。遠野常民大学のメンバーが、『注釈遠野物語』を執筆した1990年
代後半には、「多くの悲惨な物語を残した三陸大津波も、100年後の今日では風
化が激しい」（17）と記されていたが、その十数年後の東日本大震災で、この第
99話は遠野市民に特別の衝撃をもたらした。語り部たちは、地域の記憶を継承
する昔話の意味を再認識し、被災者を思いやる心を学び、この第99話には決し
て触れることなく、昔話を通じて被災住民や大震災支援ボランティアとの交流
を深めていった。
遠野市は東日本大震災の後方支援拠点として地域ぐるみで支援に立ち上がっ
た（18）。その市民的な連帯を生み出す背景に『遠野物語』第99話があり、そし
て大槌や釜石につながる昔ながらの街道の物語が伝えられていたという事実、
あるいはそうした物語を生む地理的特性があったことを見落としてはならな
い。停電でまったく情報が入らない2011年３月11日の深夜、沿岸被災地から一
人の市民が夜を徹して遠野にたどりつき、被災の惨状を伝えて支援を求めたと
いうエピソードも語りぐさとなっている。2012年秋には遠野物語研究所主催の
ゼミナールで、まごころネット代表多田一彦を講師として大震災の被害と支援
について講義があり、被災地のフィールドワークが実施されている。昔話と大
震災は、115年の歳月を経て新たな歴史の交差点を形成し、地域の経験知を蓄
積したのである。
（５）昔話の口承活動の文化的価値
語り部たちは、昔話の口承活動に日常的に専念している。2000年に語り部教
室第１期生・第２期生のメンバー24人で発足したいろり火の会は、現在11人で
活動している。当初は駅前の空き店舗のスペースを借りて、毎日お当番を決め
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て無償のボランティアとして語っていた。その後、第三セクターが経営する町
の中心部のホテル「あえりあ」との契約によって、語りの部屋で毎日夕方６時
半から30分間昔話を語ることになり、月２、３回の当番制で語りを担当してい
る。市が設置していたふるさと村、伝承園、昔話村の３カ所の施設では、従来、
語り部との個別契約で語りの場が設けられてきたが、次第に第二世代のいろり
火の会のメンバーも加わるようになってきた。2013年に市の中心部に昔話村を
リニューアルオープンした「とおの物語の館」で、冬以外は毎日定期的に昔話
の語りが行われるようになり、ここでは旧世代と第二世代のいろり火の会のメ
ンバーが一緒に当番制で語る態勢となった。中心市街地活性化の計画が実現さ
れ、昔話の語り部たちの口承活動の場は大きく広げられて、有償契約による口
承活動の比重が大きくなっている。
他方で、前述の震災ボランティアへのボランティアとしての語りに先だっ
て、2007年から教育委員会との合意を得て、学校で子どもたちに昔話を語る活
動もすべての小中学校19校（2013年度以降14校）で受け入れられている。各地
区に在住する語り部がそれぞれの地区の小中学校を年３、４回訪問して昔話を
語り、子どもたち自身も語るという活動は、遠野の「ふるさと教育」の一環に
位置づけられるようになった（19）。『遠野物語』百周年の記念事業が盛大に実施
された2010年には、子どもたちの昔話を語る発表会が各所で開かれた。さらに、
語り部千人プロジェクト（20）によって新たな語り部認定も開始された。この認
定で、2012年には昔話の子ども語り部191人、成人語り部38人が認定を受けて
いる。
このように「民話のふるさと」をめざした遠野の地域づくりは、1970年代初
頭以降、40年以上にわたって継続的にとりくまれ、なかでも第二世代の語り部
を養成した語り部教室が大きな意味をもったということができる。高度経済成
長期にほぼ消失したかにみえた昔話の口承活動は、昔話の文化的価値の再発
見、市の政策による環境整備、観光振興、いろり火の会の結成によって、公衆
の面前で語る活動として新たな発展をとげたのである。このような状況の変化
のもとで口承活動を担っている語り部たちは、この活動にどのような意義を見
いだし、価値づけているのかを語りの中からひろいだしてみたい。ここでも伝
承の語り部と第二世代の語り部にはとらえ方に違いがあることが伺われる。
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（正部家）「今でも昔話なんかっていう人多いですよ。だから『遠野から昔話とったら
何が残る？』っていつも言います」。「やっぱりこれは昔のことっていうより、自分の財
産、ほれこんで、これがあったから今の自分がある、人生がわかる。こういうことがあ
るからこうなんだって思う・・」。
（阿部）「わたしも遠野の語り部として昔話を語るようになってから20年以上たちます
が、全国の方々にお会いして『昔話とわらべ唄は人を育てる方法として全国に伝えられ
た』といわれていた事は本当だとわかりました。福岡から青森まで同じ赤ちゃんの遊び
唄が伝えられています。赤ちゃんの遊びは人間らしく生きるための基（根っこ）になり
ます。庶民としての人の育て方は全国同じだったんですね」。「隣の家のおじいさんは、
こういうのを伝えないとオラたちが生きてきた証拠がなくなる。オラたちは精神をきち
んと守って生きてきたから、その証拠を残さないとずっと人間らしく生きてきたことに
ならない。百年後には誰もオラたちのことは知らなくて、畜生みたいに語られる。だけ
どオラたちのことを書いて残せば百年後に残って、先祖がこういうふうにがんばったと
いう証拠になるから残せ、オラたちから聞いたことを書けって言ってました。だから残
したいと思って書いていました」。
正部家と阿部は、昔話の伝承の意味を地域の歴史、庶民の生き方と一体化し
てとらえており、それを語りつぐことが自分の生き方（アイデンティティ）に
ほかならないという使命感をもって口承活動を続けていることがわかる。
これに対して、第二世代の語り部たちは、地域の歴史や人々の生き方という
よりも、自分自身の生活の充実感としてとらえている人が多い。
（菊池）「語り部はストレス解消の場にして（笑い）、いろり火の会は一番いいです」。「喜
こばれればいいって、ボランティアの気持ちですね・・」。
（小松）「それは生き甲斐ですよ。遠野でも隣づきあいが薄れて、語りを聴きに来た人
が今日の友になっていますから、楽しいです」。
（高橋）「特別な昔の物語ではなくて、くらしと同じような感じがするところが好きで
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すね・・」。「わたしの生き甲斐ですね。苦労もあったりしますが・・・」。
（海野）「語り部は結局、収入とか関係なく、望まれたら語りたい、一生やりたいと思っ
ています。だから私の昔話は生涯学習だって、いつも言っています」。「生涯学習ってい
うのは、わたしは55歳で脳内出血をおこして、そのあとリハビリで努力して、それから
がんばっているうちに治ってきて・・。昔話を目的にして生きていくんだっていう支え
にしているから生涯学習なんです」。
幼少期に語りを聴いた世代にとって、昔話の口承活動は人間形成的な価値を
もち、自分の生き方となり、生き甲斐ともなっていることが伺われる。それを
現代に継承することに使命感をもっている第一世代と楽しみに感じている第二
世代では、とらえ方に違いはあるが、共通して昔話を自分にとって、地域に
とっての財産と感じている。
（６）語り部たちの学びあいと成長
第二世代は語り部教室で学習することで昔話の価値を再発見し、語ることに
生き甲斐を感じるようになった。学習から語りの活動へと発展していくうえ
で、いろり火の会の誕生、語り部グループとしての相互の学びあいの過程は、
大きな意味をもっている。
（菊池）「（いろり火の会は）一番気持ちが合った人たちで、会長さんもしっかりしてい
るから・・。本当に一人ではできないです」。
（高橋）「工藤さんたちが駅前のスペースを借りて観光客に話をするようになって、そ
れが評判が良くて、わたしたち教室に通っているメンバーにも声がかかって・・。わた
しも途中から参加するようになったんですけど、でも最初の頃はどうかなって・・。わ
たしは自己紹介するのも苦手っていう感じでしたから」。「いろり火の会に入ると、みん
ながどんどん上手になるもんですから、語るようになって・・。人がすごくよく語るん
で、ああこんなふうに語るんだな・・って、すごくいろり火のメンバーたちの中でせっ
さたくまして刺激になりますね」。
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（海野）「いろり火の会で、言いたいことはお互いにびしびし指摘するから、それが勉
強で過ちをなくしているんだと思います。語り部教室の参加もずっと続いています。佐
藤誠輔先生もいろり火の会と一体になって、わたくしたちのために真剣に資料や教材の
準備もしてくださるし、全員がひとつの輪になってやってきました」。
工藤は語り部教室の一期生と二期生でいろり火の会をつくることを提案し、
商工会と交渉して駅前の空き店舗のスペースで語り部活動をボランティアで始
めた。会長として会の存在意義や今後の方向性について考え、市の関係者にな
げかけたり、全国の昔話の会と交流して学び取ったりすることを意識的におこ
なっている。
（工藤）「今になって、この時期を迎えて、やはり個人語りではどうにもならないこと、
小さい組織でも会をつくっていてよかったと思うんですね。会をつくったときには、な
んでつくったか、だまっていても先輩方に続いていけるのにとか、いろいろ言われたん
ですけれども。だけれども日本全国どこに行っても、なんという会に入っているんです
かって聞かれたんです。遠野に会がないということは恥ずかしいことだと思ったんで
す。一人語りでてんでんばらばらで統一されたことがないと・・。会がなければ継承とい
うことにならないって。なまいきかもしれないけれどもそう思って会をつくったんです」。
　「会をつくったからには、行政、先輩、いろんな方面と協力してやっていかなければ
ならないし、行政のつどいがあれば手伝って人間関係をつくって会を安定させるという
こともあります」。「語りが幼い頃の生活経験で耳に残っている人と、会をひとつにして
次につないでいくのをどうやっていくのか、よくわかっていません。今（語り部千人プ
ロジェクトで）認定もらって語っている人は大体同じ世代ですから、その次の40代、50
代になる人とどうやっていくのか、そこのところはこれから考えていきたいです」。「今
が過渡期だと思っています。街中再生で町並みが一新されますし、先輩の方々を頂点に
おいて、わたしたちが中核を担って、今、市が進めている語り部千人プロジェクトで三
話語れるということで38人認定されていますので、そういう方々に広げていくというこ
とを考えています。（中略）これからが勉強ですということで、一緒に育っていきたい
んです。そして遠野の会というひとつの会をつくりたいんです」。
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昔話の価値が再発見され、民話のふるさと遠野にとって語り部による口承活
動はなくてはならない文化的な価値をもつようになった。第二世代の語り部た
ちは、いろり火の会で互いに学びあい、震災ボランティアや学校ボランティア
など、会としての活動の場を広げる努力をおこなってきた。その努力が認めら
れて、2012年９月には遠野市市政振興功労賞がいろり火の会に授与されている。
こうした伝承活動を次世代に継承するという点では、いろり火の会のような学
びあいの集団の活動をどう次世代につなげていくかということが重要な鍵と
なっている。
生活の中での伝承をおこなってきた世代から、耳に覚えはあるが学習するこ
とによって語ることの意義を再発見した世代へと昔話の口承活動が継続されて
きた。そして今後は、幼い頃に昔話を聴く経験をもっていなかった世代、ある
いはふるさと教育で学校における昔話の学習で関心をもつようになった子ども
たちの世代へと、新たな伝承のあり方が求められているのである。
むすび　昔話の口承活動をめぐる今後の研究課題
本稿では、昔話の口承活動の意義を語り部たち自身がどうとらえているのか
という点に焦点をあてて、インタビュー資料の考察をおこなった。当事者のラ
イフストーリーから、昔話を語ることについて当事者の内面的な価値づけが浮
き彫りにされた。
なかでも注目されるのは、農村習俗としての家族内での口承が、その後の生
き方、人間形成を支える文化的価値として生涯にわたって継承されているこ
と。にもかかわらず、そのことを我が子には伝えようとしなかった空白期の問
題は、今回のインタビュー調査で初めて具体的に明らかになったといえる。
遠野では今でも「昔話なんかで銭っこもらって・・」と、一般市民は昔話に
「重きをおいていない」空気が根強いといわれる。ありふれた習慣であり、世
間話のようにたわいないものと理解される場合が少なくない。この問題は日本
の学校教育と地域の子育ての関係史として、歴史的に掘り下げられるべき課題
である。
昔話は全国的に収集され、文芸的な研究は盛んである。本稿では、語り部・
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語り手による口承という行為に焦点をあて、幼少期の原体験をもとにしつつ
「語る―聴く」という対話的交流空間を創出している文化創造的営為に注目し
た。語り部たちが遠方から訪れた人々や内面に迷いをもつ人々との間に人間的
交流関係を発展させていることが明らかになった。さらに東日本大震災支援で
遠野にやってくる全国のボランティアとの間で、深い心の交流があることも明
らかになった。語り部の活動は観光振興と一体化しているという点でまちづく
りの人材活用的な評価がなされることが多いが、観光という枠組みの中にあっ
ても語り部たちは昔話の文化的価値を伝承する担い手であり、互いに学びあい
ながら文化創造を行っている表現活動の主体者であるということが浮き彫りに
なったといえるであろう。
今後の研究課題としては、昔話の口承が地域を越えて文化活動・ボランティ
ア活動とのネットワークを形成していることに注目する必要があると考える。
伝統的な習俗が現代の子育て文化、地域の生活文化の文化財として継承され、
地域再生と文化創造の担い手形成を促す可能性をもちつつあるといえるであろ
う。このなかで昔話の口承の多様な形態とその交流の意味をさぐることが課題
となる。たとえば大都市の昔話の語りのサークルの場合は、習俗の継承とは異
なる文芸的な価値を見いだして広がっているのではないかと考えられる。それ
は地域文化というより、より幅の広い表現活動としての意味をもつといえるか
もしれない。昔話研究家の小澤俊夫は、マックス・リュティを参照しつつ、昔
話には語法があり、独特な語り口があり、構成上の特色があり、昔話独特の「語
法」と音楽的なリズムがある指摘し、このような昔話特有の「語法」が耳で聴
くことの魅力につながっていると分析している（21）。ここでは文学のジャンル
としての昔話の普遍的な魅力がとらえられており、昔話は「人類の貴重なる文
化遺産」であるとされている（22）。
小澤は、昔話には民俗学的な研究、日本文学的な研究、文化人類学的な研究、
親子関係などの心理学的な研究などいろいろな研究方法があることもあわせて
指摘している（23）。小澤が昔話の構成、語法の研究をつうじて語り継がれる昔
話そのものの普遍的な魅力を学問的に明らかにしたことの功績は大きい。こう
した着眼によって、多くの若い世代、特に母親たちに昔話を語る活動が広がり
つつある。そこでは「語り部」という重々しい肩書きは不要であろう。
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1970年代に鈴木サツが「語り部」として登場して昔話を復権するきっかけと
なったが、全国各地では、その「語り部」という肩書きをはずすことで、昔話
を子どもたちやお年寄りに語る市民文化活動として広がりをみている。これら
の昔話サークル、グループがどのように地域社会との関係を築き、地域文化創
造的営為に参加しているか、その多様な系譜を明らかにし、そのなかであらた
めて遠野の昔話の口承活動の意義をとらえ直すことは今後の課題である。農村
習俗から現代的な表現文化活動への変遷過程の検討である。
他方で、「語り部」による伝承行為は、昔話の分野にとどまらず、戦争体験、
公害、大震災、そして食や歴史の語り部へと広がりをみている。地域の記憶、
人々の社会的体験、地域的な生業の技や生活文化、人を育てる力などを、語り
部はみずからの体験を媒介として伝えている。ここでの「語る」行為は、地域
の社会的事件や生活文化を次世代に「伝承」することによってこれからの地域
づくりに資する意義をもっているといえる。ここでは「伝える」ことをより意
識した行為が重要性をもつ。これらの活動を地域の記憶の民間伝承という視点
から注目し、昔話の口承活動と関連づけてとらえることは、地域の歴史や文化、
人々の体験を語り継ぐ世代継承としての社会教育の新たな課題といえよう。
近年、「ふるさと学習」、「地域学習」、「地元学・地域学」などの用語が広く
用いられつつあることも、「ローカルな知」への研究関心（24）とあわせて注目し
ておきたい。まちづくりにおいても伝統的な生業と暮らしの文化の再生、ス
ローシティ、「文化創造都市」（25）など、その地域らしい生活文化を重んじる手
法が注目されている。遠野の昔話の口承活動は、このような地域の地域らしさ
と一体化された生活文化の再生、まちづくりの側面から、今後さらにその価値
が深められ、とらえ直されていく可能性をもっているといえよう。 （了）
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ABSTRACT
Oral Activity of the Old Tale as Cultural 
Creation in the Community
: Study in the Life Story of the Storytellers in 
the City of Tono
Katsuko SATO
Oral activity of the old tale in the City of Tono came to attract attention in 
the 1970s.  This activity is connected with the activity of various citizens, 
such as learning activities (fieldwork, seminar) of the "Tono tale", 
establishment of learning course for the storyteller, birth of the storytellers’ 
group of the second generation, and participation to the city planning of the 
civic organizations and commerce-and-industry organizations.
In this research, I have tried to understand the significance of the cultural 
value of the oral activities of the old tale from the life story interview data of 
storytellers. What kind of influence was given by the experiences of "hearing 
an old tale" in the period of a childhood? How the storytellers recognize oral 
activity of the old tale as cultural creation in the community?  They are very 
sensible to have the relationship with listeners who are coming to Tono for 
not only sight-seeing but also for the interest in the storytelling. And it is 
noticed also that they have constructed cultural networks in the city and all 
over the country. 
These hearings were realized from 2012 to 2013, and all the manuscripts 
were checked by storytellers themselves. I wish to understand from the data 
interviewed the interior thinking and self sense of value about the oral 
activities of the old tale as the folklore.
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